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＜ビジター・ゲスト＞ 

ロータリーファミリー マック ジャ ハン様 
先週の新年会では温かい雰囲

気の中で楽しくお話が出来、と

っても心に残る時間となりまし

た。又、先月 17日には今年度の

新しい奨学生を選ぶための面接に奨学生とし

てサポートに参加して 1 年前の自分の姿を思

い出しました。面接を前に緊張だった自分が、

今ではこうした後輩を支える立場になり、奨

学生として残りわずかとなりました。皆さん

からいただいた温かい支援と心遣いに改めて

心より感謝しております。これからも引き続

き見守っていただき、ご指導をいただけまし

たら大変嬉しく思います。3月 18日に駿河台

大学卒業式を迎える予定です。もしお時間が

ございましたら、ぜひお越しいただき一緒に

この節目をお祝いして頂けましたら幸いです。  

 

＜今月のお祝い＞ 

 

🌸会長の時間🌸     晝間和弘会長 
本日は、去る1月24日に東松山

紫雲閣にて開催されました、「国

際ロータリー第 2570 地区 2026-27

年度 ガバナー補佐、地区役員、

副幹事合同会議」につきまして、

ご報告申し上げます。 

当日は、2026-27 年度に向けた重要な合同会議と

して、充実したプログラムが実施されました。 

まず、原島生慈インカミングガバナーよりご挨

拶をいただき、次年度に向けた力強いメッセー

ジと共に、会議がスタートいたしました。 

 

続いて、次年度の役員の皆様が紹介され、新し

い体制のもとで地区運営が進められることが確

認されました。 

次に、次年度ラーニング委員会委員長である

五十幡和彦パストガバナーより、3大ラーニング

セミナーについて詳しいご説明をいただきまし

た。具体的には、地区ラーニング・協議会

『CLLS』4月 19日(日)  日本栄養大学、会長エレ

クトラーニングセミナー『PELS』3月28日（土）

紫雲閣 。そして地区チームラーニングセミナー

について、それぞれの目的と内容、スケジュー

ルが示され、次年度の学びの体系が明確になり

ました。 

続いて、原島インカミングガバナーより、帰

国報告並びに次年度の RI 方針についてお話しい

ただきました。国際ロータリーの最新動向と、

私たちが取り組むべき重点項目について、貴重

な情報を共有していただきました。 

また、マイロータリーにて次年度ＲＩ会長の方

針が掲載されてますので、まだ登録されて無い

会員は登録を済ませて閲覧してください。 

その後、各グループに分かれての検討会が行わ

れ、活発な意見交換がなされました。 

特に、地区社会奉仕委員会からは、9月第 1週に

セミナーを開催する計画が示され、具体的な準

備が進められていることが報告されました。 

最後に、次年度地区戦略委員会委員長である水

村雅啓パストガバナーより講評をちょうだいし、

本日の学びと議論を総括していただきました。 

その後、懇親を兼ねた食事の時間を持ち、参加

者相互の親睦を深めることができました。 

今回の合同会議を通じて、2026-27 年度に向け

た地区の方向性が明確になり、また、ガバナー

補佐、地区役員、副幹事の皆様が一体となって

地区運営に取り組む体制が整ったことを実感い

たしました。この会議で得た学びと、参加者の

皆様との連携を、今後の活動に活かしてまいり

たいと存じます。 以上、ご報告申し上げます。 

 

 

 

会員誕生日 
岩﨑茂君 菅野茂実君 

繁田光君 

婦人誕生日 宇野純子様 

結婚記念日 

忽滑谷明君 岩﨑茂君 

繁田光君  木下登君 

菅野茂実君 宇野健一君 
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＜幹事報告＞  後藤健幹事 
＜協議事項＞ 

1.3 月,4 月のプログラム 

3 月から食事はお弁当。

飲み物は持参、お弁当の

個数集約の為、事前に出

欠席確認。 

2.新年会会計報告 

3.事務所メールアドレス変更の件 

＜報告・予定＞  

Ⅰ  

・2/8(日)RYLADAY 開催（ウエスタ川越） 

・2/9(月)会長幹事会 

・2/25(水)IM（所沢ミューズ） 

・2/28(土)補助金管理セミナー 

・2/28(土)ファシリテーター養成セミナー 

・3/11(水)12(木) 親睦旅行（成田） 

・3/8(日)次年度地区役員セミナー 

・3/20(金)米山記念奨学生終了式＆歓送迎会 

・3/28(土)次年度会長ラーニングセミナー 

Ⅱ 

・2/7(土)入間市交通安全市民大会 

・2/14(土)入間市少年野球 60 周年記念式 

・今月のロータリーレート 154 円 

 

＜委員長報告＞ 

[親睦活動委員会］  杉田宏充委員 

新年会のご協力ありがとう

ございました。。毎月第 1 例

会後にプログラム委員会との

簡易打合せ(家庭集会)を実施

いたします。親睦旅行のキャ

ンセル費用発生時期が近いた

め、参加希望者は早めに意思決定をお願いし

ます。 

[米山記念奨学委員会］ 一柳達朗委員長 

次年度奨学生 16 名の選定が

完了いたしました。各クラブ

へ受け入れ希望の案内を後日

送付いたしますので会長・理

事は書類確認後に返信をお願

い致します。 

[職業奉仕委員会] 白幡英悟委員長 

2/1 に東松山で開催された職

業奉仕委員会セミナーに出席し

てきました。職業奉仕と社会奉

仕の区別は分かりづらい部分が

ありますが、職業奉仕は顧客満

足度を上げるサービスと考えら

れます。また、奉仕の受け手が 自分になるも

のが職業奉仕、相手方になるのが社会奉仕と

理解すれば分かりやすいと思います。 

  

[広報雑誌委員会] 田中快枝委員長 

今月のロータリーの友 

・横組 26 頁:細田さんが紹介さ

れています。｢響け！ポリオ根

絶の願い₋奨学生が奏でるふる

さとの音」 

・28 頁:END POLIO NOW 本庄総合

公園秩父ミューズパーク「ポリオ根絶チャリ

ティスーパーカーツーリング」 

・34 頁:千玄室さんの逝去記事の中で 36 頁右

上の言葉「和顔施・温かいまなざし・言葉の

情け・真心」の言葉に心にしみました。 

又、戦中体験から平和の尊さを語り続けてい

ました。それに関係して冒頭では不登校支援

記事に 2023 年度の小中学生不登校約 346,500

人、前年比から 50,000 人増えておりヤングケ

アラー、貧困問題を考えさせられました。 

・縦 8 頁の「この人訪ねて」減塩食ムーブメ

ント｢魔女のしあわせ百年レシピ本」の紹介に

興味を持ちました。 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞  新井格ＳＡＡ 

🌸晝間和弘君,後藤健君,繁田光君,新井格君, 

木下登,白幡英悟君,駒形一人君 

長谷川会員卓話宜しくお願い致します。 

🌸津藤淳也君 

欠席申し訳ございません。 
 

本日¥79,000 累計¥1,160,116 

 

 

 

＜出席報告＞  駒形一人委員 

事前欠席連絡 6 名 

 

■回覧、配布物 

① ロータリーの友 2 月号 

② 2026年 3月 11～12 日親睦旅行出欠表 

③ 2/25ＩＭ所沢ミューズ 出欠表 

④ 2026－27 年度ロータリー手帳申し込み 

⑤ 第 29回ゴルフ大会参加者募集・出欠表 

⑥ 入間南ロータリークラブ週報 22号 

⑦ 国際ロータリー寄付金領収書 

⑧ 2,3,4 月プログラム 

⑨ 抜萃のつづり 

⑩ 新年会会計報告 

⑪ 入間南 RC 週報 22 号  

⑫ 週報 27,28 号 

⑬ 本日の長谷川会員卓話資料 

 

 

会員数 出席数 出席率 前週修正率 

40 名 25 名 67.00％ ----- 
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■■イニシエーションスピーチ■■ 

長谷川尚義会員 
 

皆様、本日は宜しくお願いいたします。 

まず私の経歴をお話しし

ます。生まれは 1981年(昭

和 56）出身地は神奈川県

高座郡(こうざぐん)寒川

町です。 

お米と果物を作っていま

すが、住宅や工場の開発で減っていって

います。工場は、日産の工場が一番大き

く、他に化学系の工場があります。ロー

タリーの友で戦争の記事がありましたが、

寒川には海軍の工廠があったそうで、子

どもの頃に聞いた話では、化学兵器（毒

ガス兵器）を作っていたそうです。 

入間市と比べますと、暖かく、冬場は 2～

3 度違います。就職したてのころ、寒川か

ら国分寺に電車で 2時間かけて通っていま

したが、朝 6時頃の夜明け前の寒川より、

日が出て 8時頃の国分寺の方が寒かったで

す。他には、海に近いので魚屋が多く、

魚屋がメインの小さなスーパーが沢山あ

りました。入間市は野菜が美味しいと感

じています。 

 大学は、東京都立大学人文学部史学科

に入りました。「都立」大学なのですが、

場所は八王子の山の中（南大沢）にあり

ます。学生は都民が 50％、それ以外の府

県から来る人が 50％でしたが、地方から

来る人は、せっかく都立大学に入学した

のに八王子の山の中ということで、少し

可愛そうではありました。大学では鎌倉

時代を勉強しましたが、寒川町には「梶

原景時」(源頼朝の部下)の館跡がありま

す。一方で入間には、源頼朝の人質にな

っていた木曽義仲の息子「清水冠者義高」

が打ち取られた場所があります。住所で

は狭山市になりますが、国道 16 号沿いに

看板が出ていまして、その看板は狭山ロ

ータリークラブが設置したものでした。 

 最初に就職したのは、国分寺市にある

建設会社で経理として入社しました。そ

こで 6年間勤め、今のエフ・エンジニアリ

ングに転職しました。転職を機に入間市

に引越しまして、14 年程になります。転

職を機に結婚しましたが、今は離婚して

おります。 

 趣味は将棋で、特技はそろばんです。

将棋は大学生から続けていますが、弱い

です。後ほど、将棋と AI の話をしようと

思います。そろばんは小学生のころにや

っていまして、3 桁の計算であれば暗算で

できます。 

 最後に、資料の年表を見ていただきま

すが、私が子どものころに起きた出来事

を紹介します。1989 年に消費税導入、ベ

ルリンの壁崩壊がありまして、私が 8歳の

ころです。91 年に雲仙普賢岳の噴火、湾

岸戦争がありまして、これが最初の大き

な災害と戦争になります。93年には Jリー

グ開幕、94 年には就職氷河期が流行語大

賞になりました。このような時代に育っ

た人間というわけであります。 

 次に私の仕事についてお話しします。1

社目は経理の職員として入社し、約 6年間、

会計ソフトを使って帳簿をつける仕事を

していました。伝票を作成し入力するだ

けの仕事でしたが、ここで基礎が身につ

いたと思っています。基礎があるから応

用ができるわけなので、この 6年間で身に

付けたことは今でも役に立っています。

転職をした理由は、上司と年が近く（2～

3歳差）このまま仕事を続けていても 10年

後も 20 年後も同じ仕事をしているだろう

なと思ったからです。たまたま一時的に

業績が悪くなり、リストラを始めたとこ

ろでもあったので、良い機会と思い転職

しました。今の会社に来てからは、経理

だけでなく事務部門の仕事を全てしてい

ますが、これは会社の規模が小さいから

できることでもあります。転職してから

14 年になりますが、様々な経験をし、昨

年には入間ロータリークラブにも加入さ
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せていただいて、お蔭様で飽きることな

く仕事を続けております。 

 経理は事務部門の中でも特殊な仕事で、

専門職のようなものだと思っています。

経理の中で一番重要な仕事は決算書を作

ることですが、決算書を作るための帳簿

を「複式簿記」という方法で記録してい

ます。つまり、やり方が決められている

のです。これは事務部門の中では経理だ

けになります。そして、経営者の方が経

理と話していて、話が通じなかったり理

解できなかったりするのは、この｢複式簿

記｣に原因があります。｢複式簿記｣自体は

そんなに難しいものではありません。3 か

月程度勉強すれば理解できるようになり

ますし、内容を知るだけであれば 1か月程

度の勉強で大丈夫なので、興味がある方

は勉強してみてもいいと思います。(日商

簿記 3級） 

 経理にとって一番重要なことは｢信用｣

です。経理が一番やってはいけないこと

は、会社のお金を横領することです。よ

って、能力よりも信用が重要です。会社

のお金を横領する人は、2 種類に分けられ

ます。｢お金を動かす権限がある人｣と｢お

金を直接触る人｣です。お金を動かす権限

は、例えば発注先を決められるといった

ことです。経理の場合は、お金を直接触

る人です。集金したり、お金をおろした

り、銀行振り込みの操作をしたりするな

どの行為です。ときどき、銀行員や経理

職員が横領したというニュースが流れま

すが、これは横領できる環境があること

が原因です。もちろん、横領できるから

といって全ての人間がするわけではあり

ませんが、そこは当人の良心に委ねられ

ています。そして、その良心も余り当て

にはできません。横領する人というのは、

ほとんどの場合がお金に困っているから

です。ギャンブルや遊びなどで借金が大

きくなれば、どんな人間でも会社のお金

に手を付けてしまいます。ですから、そ

ういうことをして身を持ち崩さないよう

な人かどうか、ということを見て下さい。

そして、結局横領を防ぐためには、誰か

がチェックをするしかありません。 

最後に将棋と AI についてお話しします。

最近は AI の開発が進んでいますが、将棋

の世界では一足早く AI の研究が進められ

ていました。これは将棋などのゲームが

AI の研究にちょうど良い題材だからです。

将棋 AI の歴史は、1970 年代には研究が始

まり、1997 年にチェスで世界チャンピオ

ンに勝ちました。将棋では、2005 年に

「Bonanza」というソフトが出てプロ棋士

に追いつきました。将棋 AI はなかなか人

間に勝てなかったのですが、それは指し

手の評価（良い手や悪い手）を人間が決

めて、それに従って AI が考えていたから

でした。そこで「機械学習（自動学習）」

という方法を採用し、指し手の評価を AI

自身に決めさせるようにしたところ、急

激に強くなりました。2012 年には元プロ

棋士に勝ち、2013 年から 2015 年まで、プ

ロ棋士と AI との団体戦が行われましたが、

将棋 AI が勝利し、人間を超えたと結論付

けられました。そして、2016 年に囲碁 AI

「AlphaGo」がプロ棋士に勝利しました。

この囲碁 AI の勝利は衝撃的な出来事で、

10 年くらいかかると言われていたものが、

たった 1年で人間を圧倒しました。 

 AI は人間よりもはるかに強くなってお

り、囲碁 AI の勝利を見ていた私は、いず

れは、全ての知的活動は AI が凌駕するこ

とになるだろうと考えています。芸術的

な分野でも AI が人間を超えると思ってい

ますが、唯一「お笑い」だけは AI でも簡

単ではないと思ったりしています。現在

の将棋界は 2015年には AIが人間を超えた

のですが、藤井聡太(現 6冠王)の登場によ

り、非常に盛り上がっています。また、

人間も AI を利用して強くなっています。

そして、変化が速くなっています。将来

的に将棋界がどうなるかは分かりません

が、この将棋と AI の事例が、他の分野で

も参考になるかもしれません。 

発行 入間ロータリークラブ 

■事務所：〒358-0005 入間市宮前町 1-10 繁田醤油(株)内 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email ：iruma－rc＠jupiter.plala. 
■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 
■例会日：木曜日 12：30～13：30 ■会報委員長：宇野健一 


